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表  題 プログラムキャッシュメモリ自動修復機能追加の件 

適用機種 ユニバーサルモデルQCPU，LCPU 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-Q/Lシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 このたび，ユニバーサルモデルQCPUおよびLCPUの可用性向上のため，プログラムキャッシュメモリの自動修

復機能が追加されましたのでご連絡申し上げます。 

 

1. プログラムキャッシュメモリのメモリチェック機能 

ユニバーサルモデルQCPUおよびLCPUでは，プログラムキャッシュメモリの稼働中の信頼性強化のため，プロ

グラムキャッシュメモリのメモリチェック＊1を実施しています。 

上記のメモリチェックにより，プログラムキャッシュメモリに過度の電気的ノイズなどによる書き変わりな

どの異常を検出した場合，RAM ERROR（エラーコード：1160）＊2を発生させてCPUユニットを停止し，誤動作

を防止します。 

 

＊1：パリティチェックを行います。 

＊2：プログラムキャッシュメモリとプログラムメモリの内容が不一致の状態で異常を検出した場合，RAM 

  ERROR（エラーコード：1163）となります。 

 

2. 追加機能（プログラムキャッシュメモリ自動修復機能） 

本機能は，1.のメモリチェック機能でプログラムキャッシュメモリの異常箇所を検出した際に，フラッシュ

ROMに格納されているプログラムメモリのデータを使用して，異常箇所を自動で修復する機能です。 

本機能の動作タイミングを下記に示します。 

・プログラム実行時 

・PC照合またはPC読出時 

 

本機能により，ノイズなどの一過性の要因によるプログラムキャッシュメモリの書き変わりなどの異常が発

生しても，CPUユニットを停止することなく，制御を続行できます。 

 

2.1 動作条件 

下記の条件が全て成立した場合のみ，本機能が動作します。 

【条件1】CPUユニットがRUNしている 

【条件2】プログラムキャッシュメモリとプログラムメモリの内容が一致している 

 

ただし，上記の条件が成立していても，本機能が動作しないことがあります。詳細については，「2.2 制約

事項」を参照してください。 

なお，条件2 を成立させるための方法については，3ページ 付録を参照してください。 
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2.2 制約事項 

下記の場合は，本機能が動作せず，RAM ERROR（エラーコード：1160）となります。 

①RUN中に，下記の操作を行っている間でプログラムキャッシュメモリの書き変わりを検出した場合 

操作項目 

（書込み操作） 

シリアルNo.の上5桁が“12121”以前の 

ユニバーサルモデルQCPU 

シリアルNo.の上5桁が“12122”以降の 

ユニバーサルモデルQCPU，およびシリアル

No.の上5桁が“13102”以降のLCPU 

プログラムのRUN中書込み × △＊3 

プログラムファイルに対するパス

ワード登録 
× ○ 

プログラムメモリ一括転送 × △＊3 

プログラムメモリのROM化 × ○ 

デバイスコメントのPC書込み × △＊3 

○：自動修復を行いエラーにならない，△：条件ありでエラーになる，×：エラーになる 

 

＊3：書込み操作後，プログラムキャッシュメモリの内容をプログラムメモリへ転送している間（プ

ログラミングツールで下記のウィンドウが表示されている間）に書き変わりを検出した場合は，

自動修復を行わず，エラーになります。 
 

 

プログラムメモリへの転送進捗画面 

 

②SFCプログラムでプログラムキャッシュメモリの書き変わりを検出した場合 

③専用命令（S(P).命令など）でプログラムキャッシュメモリの書き変わりを検出した場合 

④立上り命令または立下り命令でプログラムキャッシュメモリの書き変わりを検出した場合 

⑤メモリの故障などにより，自動修復できなかった場合 
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2.3 対応バージョン 

本機能の対応バージョン（シリアルNo.の上5桁）を下記に示します。 

自動修復機能の動作タイミング 

CPUユニット形名 
プログラム実行時のみ 

・プログラム実行時 

・PC照合またはPC読出時 

・2.2節①の書込み操作時＊4 

Q00UJCPU，Q00UCPU，Q01UCPU，Q02UCPU，Q03UD(E)CPU，

Q04UD(E)HCPU，Q06UD(E)HCPU，Q10UD(E)HCPU， 

Q13UD(E)HCPU，Q20UD(E)HCPU，Q26UD(E)HCPU 

“11072”以降 

（2009年7月生産分以降） 

Q50UDEHCPU，Q100UDEHCPU （初版より対応） 

“12122”以降 

（2010年12月生産分以降） 

L02CPU，L26CPU-BT，L02CPU-P，L26CPU-PBT “13102”以降（2011年10月生産分以降） 

 

＊4：2.2節①の書込み操作時にも自動修復させるには，CPUユニットのバージョンだけでなく，プロ

グラミングツールも下記のバージョン以降のものを使用する必要があります。 
 

対応バージョン 
CPUユニット 

GX Works2 GX Developer  

ユニバーサルモデルQCPU 8.102G以降 

LCPU 
1.80J以降 

未対応 
 

 LCPUでは，GX Developerは未対応のため，本動作タイミングで使用する場合は，GX Works2を

使用してください。 

 

 

CPUユニットのシリアルNo.は，下記により確認できます。 

・定格銘板 

・ユニット前面（下部）の表示 

・梱包箱のラベル 

・プログラミングツールのシステムモニタ（製造情報一覧） 
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[付録] プログラムキャッシュメモリとプログラムメモリの内容を一致させる方法 

 

下記により，プログラムキャッシュメモリとプログラムメモリの内容を一致させることができます。 

 

① RUN中書込みおよびT/C設定値変更後，自動的にプログラムメモリへ転送する設定を行う 

RUN中書込みおよびT/C設定値を変更したときに，プログラムキャッシュメモリとプログラムメモリの

内容が不一致にならないよう，プログラムキャッシュメモリへの書込み直後に自動的にプログラムメ

モリへ転送する設定を行ってください。 

プログラミングツールのメニューの[ツール]→[オプション]から下記画面で設定します。＊5 

 

 

GX Works2の設定画面 

 

＊5：プログラミングツールのデフォルトでは，プログラムキャッシュメモリの内容をプログラムメ

モリへ転送するように設定されています。 

 

② プログラムメモリへの一括転送を行う 

①を設定しない場合は，プログラムキャッシュメモリの内容をプログラムメモリへ一括転送すること

により，プログラムキャッシュメモリとプログラムメモリの内容を一致させます。 

プログラミングツールのメニューの[オンライン]→[プログラムメモリ一括転送]で行います。 

 

 

なお，ご不明な点などがございましたら，最寄りの三菱電機システムサービス（株），または三菱電機（株）

の支社，代理店にご相談ください。 
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改訂履歴 

 

副 番 発行年月 改訂内容 

- 2007年12月 初版 

A 2012年3月 
・適用機種にLCPUを追加しました。 

・「2.2 制約事項」および「2.3 対応バージョン」の内容を修正しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


